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当資料をご利用にあたっての注意事項等

●当資料はピクテ投信投資顧問株式会社が作成した資料であり、特定の商品の勧誘や売買の推奨等を目的としたものではなく、また特定の銘柄および市

場の推奨やその価格動向を示唆するものでもありません。●運用による損益は、すべて投資者の皆さまに帰属します。●当資料に記載された過去の実績

は、将来の成果等を示唆あるいは保証するものではありません。●当資料は信頼できると考えられる情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全

性、使用目的への適合性を保証するものではありません。●当資料中に示された情報等は、作成日現在のものであり、事前の連絡なしに変更されることが

あります。●投資信託は預金等ではなく元本および利回りの保証はありません。●投資信託は、預金や保険契約と異なり、預金保険機構・保険契約者保護

機構の保護の対象ではありません。●登録金融機関でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。●当資料に掲載されている

いかなる情報も、法務、会計、税務、経営、投資その他に係る助言を構成するものではありません。
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今回と次回は株式を主要な投資対象とする投資信託の月次レポートの主なチェックポイントをご紹介いたします。ポートフォリ

オの状況をチェックすることにより、国、業種・セクターなど組入状況等を確認できます。また、コメントをチェックすることにより

運用会社が今後の見通しをどう考えているかなどが分かります。

図表1：月次レポート記載項目例（必須開示の）ポートフォリオの状況をチェック

今回と次回は株式を主要な投資対象とする投資信託の月次

レポートの主なチェックポイントをご紹介いたします。チェック

ポイントには、適時開示すべき必須開示の項目と運用会社

が自主的に開示すべきと考える任意項目があります。

まずポートフォリオの状況を確認しましょう。国、業種・セク

ター、株式のサイズ（大型・中小型）、通貨比率、分散投資な

のか集中投資なのか、などファンドの組入状況を確認するこ

とができます。また、組入上位10銘柄がどのような顔ぶれか

も理解できます。（図表1)

（任意開示の）コメントをチェック

またコメント欄を見ると、市場はどうだったのか、運用会社が

運用環境をどう見ているのか、また今後の見通しをどう考え

ているのかなどが分かります。(図表2)

図表2：コメント例
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データは過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆あるいは保証する
ものではありません。

（任意開示の）バリュエーションに関する項目や売上・利

益などの業績に関する項目をチェック

また、指数などでは把握できない、あるいはデータの取得

自体が困難な、実際のポートフォリオのPER、PBR、配当利

回りといったバリュエーションや業績に関する開示が行わ

れている場合はチェックしましょう。今後どのようなリターン

が期待できるのかを考える参考になります。（図表3)

また、株式投資のトータルリターンは大きく分けて①キャピ

タルゲイン（値上がり益）と②インカムゲイン（配当収入）に

分けられます。さらに、キャピタルゲインを生み出す株価の

変動は1株当たり利益（EPS)の変化と株価収益率（PER)の
変化に分けることができます。短期間の株価変動はPER変

化のインパクトが非常に大きく、長期投資ではインカムゲイ

ンがリターンを下支えしてくれます。その違いの確認もしま

しょう。（図表4)

図表3：月次レポート記載項目例

図表4：株式投資のトータルリターン


